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論文内容 の要
t:::. 
日

本論文は、アルファ壊変および(n，α)反応にともなう反跳粒子が共存物質に及ぼす化学的効果

について研究したものである O 論文は 6章からなっている O

第 1章では、本研究の基礎となる反跳化学およびホットアトム化学の立場から研究を進める tで用

いた方法について概説している O すなわち反跳物質の気相電着法、飛跡の固体検出法および反跳時に

おける化学反応の研究法などにわたっている O

第 2章では、 bリウムの壊変核種の選択的気相電着に関する研究結果をのべている。すなわちター

ゲットとなる電極上への放射性沈着は、試料を置いである対電極との聞に電位差を与えてないときは

主として 220Rnの拡散に支配されるが、負電位では反跳正荷電核種の直接的飛来が支配的であること

が知らされた。そのとき両極の中間にグリッド電極を設け、各様に電位を与えたときの沈着核種をし

らべたところ、 212Pbはグリッド上に 208TIはターゲ、ット上に選択的に電着されることが明らかとな

った D なおそれについての分別機構と物質移動の状況とを考察している口

第 3章では、上記反跳核種の気相電着時の圧力について、一気圧以下の各種低圧の影響をしらべた

ところを述べている D その要約は、次の 4項目である O

(1) 放電のおこる圧力以外においては、ターゲット上に沈着する核種は、 208TIが主要部分を占めた O

(2) 1O~760mmHg では、 208TI の沈者は、電場の強さに依存し、臨界電位と圧力との関係を示す実

験式が得られた。

(3) アルファ反跳核種の飛程が線源とターゲッ，トとの間隔より十分大きいとクーロム力よりも反跳力

による飛行がまさった O

(4 ) 放電のもとでは、電子照射による昇華と電気力線に沿う物質移動が認められた D

第 4章では、アルファ線およびガンマ線とセルロイドフィルムとの相互作用による放射線損傷を、
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飛跡の固体険出法の立場から実験したところを述べている O すなわちアルファ放射体の数種混在する

ものを用いたとき、飛跡数と吸収体厚み関係曲線がスペクトルをなすことが知られた O また液滴中の

アルファ放射性のラジオコロイドの立体的飛跡像が得られた。ガンマ線は、 2X 106 rad以上では、

セルロイド中に潜在的飛跡を与えて損傷をわこし、アルファ飛跡検出の背景に影響する O 照射された

フィルムのアルカリ処理Il寺の活性化白由エネルギーは、吸収線量の増加と共にわづかに上昇する O ま

たそのとき、紫外線吸収曲線は長波長方向にずれる D これらは重量減の測定と共に、高いガンマ線量

の測定の可能性を示す。

第 5章では、ホウ素化合物をアン毛ニア水に加えたものを原子炉で照射し、 10B( 11，α)7 Li 反応

によるアルファ反跳によってヒドラジンが生成することについて研究した結果を述でている o NH4BF4 

をアンモニア水に加えた場合のヒドラジン収率は、炉内照射時間にかかわらず、ほう素濃度に依存す

る。 CzH5NHzBF3を加えた場合は吸収線量約 5X 1021e V Imlに極大値がある口これらの現象は、ホ

ットアトム効果と生成ルイス般の放射線保護効果によって説明がなされ、水素およびアミンの各ラジ

カルを捕促することによって言正明されている口

第 6章は、結論で、以上の結果をまとめたものである D

論文の審査結果の要旨

本論文は、とくにアルファ壊変時の反跳粒子の挙動を化学的に研究し、その応用面を論じたもので

ある O

本論文の内容はつぎの三つに大別される O

その一つは、気相における反跳粒子の電着について、グリ y ド電極を設けるなどの独特の工夫をし

て、 トリウム壊変核種が分別的に電著できることを見出している D また電着時の物質移動機構をしら

べ、反跳とクローム力による直進性が、従来考えられていた希ガス核種時の拡散より大きい因子であ

ることを市在かめている O

つぎは、アルファ飛跡の固体検出法による研究である O 主として、セルロイドフィルムを用いて研

究を行ない、アルファ・エネルギーの高低による飛跡の深さの差を、照射のフィルターの厚みにより

分別しアルファ線スペクトルを得る簡便法を確立している口また、ラジオコロイドの検出法を得たほ

か、ガンマ線照射を受けたフィルムのエッチングの特性を利用して高線量のドジメトリーを可能にし

ている O

第三は、ホウ素化合物を混在させたアンモニア水を原子炉内で中性子照射したときのヒドラジン収

率を測定したものである。これは、ウラン混在時のフシォケミストリーの基礎知識として、核分裂の

反跳をアルファ反跳に置きかえて調査した点で有意義で、ある O

以上のように、本論文は、反跳化学の基礎および応用にわたって成果をあげており、原子力工学の

発展に寄与するところが大きい O よって博士論文として価値あるものと認める O
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